
   【 9月中の交通死亡事故の特徴 】

　●魔の時間（17時台、18時台）における1時間あたりの死者数は、

　 　6.0人で他の時間の約2.3倍、死者の8割以上が高齢者

　●当事者別は歩行者、事故類型は横断中が多発

　●法令違反は、横断歩行者妨害等違反が多発

　●旬間別は上旬、時間帯別は18時台が多発

   9月は、月初めと月末の日没時間の差が最も大きく、日が暮れるのが急に早くなると感じ

る時期です。   ドライバーの方は、早めのライト点灯とハイビームを活用し視認性を確保して

安全運転に努めましょう。  歩行車・自転車の方は、夕暮れ以降はドライバーから見えにくく

なりますので、反射材の活用や明るい服装、自転車の方も早めのライト点灯で安全行動に努
めましょう。

〈 回　覧 〉

秋の全国交通安全運動　9/21(水)～30(金)　・　高齢者交通安全週間　9/14(水)～20(火)
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歩行者が多発！

横断中が多発！


